
定型文を
活用する2

よく使う文章は定型文にして、

入力の手間を減らし、

表現も統一。

よく使う文章を登録する

記録ルールを
統一する

音声入力を
活用する

介護現場の“今”と“これから”をつなぐ情報誌

介護生産性向上通信
介護現場の業務改善や介護テクノロジー等に役立つ情報をお届けします
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今回の

特集 記録業務、

もっとラクにできる。
毎日記録業務を見直して、

利用者に向き合う時間をつくるために

裏面には、現在募集中の介護テクノロジー補助金についての案内や記録見直しワンポイントチェックリストがあります。ぜひご覧ください！

相談センターからのお知らせ ～無料相談をご利用ください 事業所の課題解決をサポートいたします～

相談例 ・ICT、ロボットを導入したいので、機器や介護ソフトの選び方の助言がほしい

・記録や引継ぎ事項など簡単にできるようにしたい

相談無料
お気軽に相談ください

岡山県介護生産性向上総合相談センターは、岡山県からの委託を受け、介護現場の生産性向上を支援しています

記録業務でこんなお悩みありませんか？

記録業務をラクにする４つのポイント

記録に
時間がかかる

同じ内容を
何度も書いている

申し送りと
重複している

記録ルールが
人によって違う

記録を書く時間が

1日1時間以上に

なっている。

同じ情報を

何度も入力・転記

している。

申し送りと記録の

内容が重複し、

手間が増えている。

書き方や表現が

ばらばらで、読むのに

時間がかかる。

ちょっとした見直しで

記録時間は短縮できます！

１ ４

ルールと様式を統一して、

迷わず・ムリなく・ミスなく

書けるように。

ICTを
活用する3

タブレットや記録ソフトで

効率的に記録し、情報共有も

スムーズに。

タブレットでその場で入力する

スマートフォンやタブレットの

音声入力で、入力時間を

大幅に削減。

ケア後、すぐに話して記録する

記録にかかっていた時間を短縮させて、

利用者と向き合う時間 を生み出しましょう。



最新の情報はホームページでもご確認いただけます。ぜひご活用ください。

相談窓口のご案内岡山県介護生産性向上総合相談センター
生産性向上に関するお悩みは、お気軽にご相談ください。

相談無料

専門家相談 TEL：086-221-4565 （平日）8:30～17:00

お問い合わせフォーム（下記URLもしくは右の二次元コード）
https://okayama-kaigocenter.com/contact/

介護テクノロジー定着支援事業の募集を開始しました！

ワンポイント

記録見直しチェックリスト
あなたの事業所の記録業務を見直してみましょう！

一つでもチェックがついたら、

改善の余地があります！

まずはできることから、見直してみましょう。

 同じ内容を複数個所、記載・入力している

 申し送りと記録が重複している

 記録ルールや様式が統一されていない

 定型文やテンプレートを活用していない

 音声入力やICTを活用していない

今年度は、一法人当たり一事業所までという制限がなくなり、
複数の事業所から申請できるようになりました。

対象事業所

補助経費

募集期間

• 介護保険法に基づくサービスを提供するすべての事業所

• 老人福祉法に基づく養護老人ホーム及び軽費老人ホーム

介護テクノロジーの導入や定着に要する経費

令和8年7月8日（水）～ 8月18日（火）

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
▼
▼

モデル介護事業所見学会を実施しました 6月25日（木）

令和７年度厚生労働省大臣賞優良賞
ケアハウスあおさぎ様（備前市）

テーマ「人材育成とデジタル化」

✓ 安田グループ長から施設紹介と取組み事

例のご紹介

✓ グループに分かれて施設内見学

✓ テーマ別（経営、人材育成、デジタル化、

外国人人材）の説明

参加者様の声

• 他施設を見られる機会が少ないため当施設と違った部分を知ることができた。

• 介護ソフトの導入までの経緯や、うまく進まなかった際の工夫を知ることができまし

た。見学で得た学びを、当施設のスタッフにも共有したいと思います。

• AIを活用した記録方法は、大変勉強になりました。現在は便利に活用されていますが、

そこに至るまでのさまざまなご苦労についても知ることができ、参考になりました。

その他、セミナー等の情報
は岡山県介護生産性向上総
合センターのHPでご確認
ください。

ただし、予算額を超える申請があった場合には過去の補助実績、
導入機器の内容等を踏まえて総合的に審査を行います。その結果、
採択されない場合や希望額から減額して採択される場合があります。
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